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卒業生へ贈るはなむけの言葉として

（平成３１年度第５３回卒業式校長式辞より）

校長 佐伯 英徳

１３２名の卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。（中略）

１年生の頃は元気な女子に男子が押されていた感がありましたが、男子の

成長とともに学校行事や学年の様々な取り組みの中で見せる男女の仲の良さ

や団結力は素晴らしく、特に、体育祭での全クラスノーミスでゴールした「大

むかで」は圧巻で本校の歴史に燦然と刻まれています。また、「受験は団体戦

である」という合言葉の下、不安な思いもある中で、３学年集団として揺るぐ

ことなく最後まで授業を真剣に受けていた姿はとても頼もしかったです。ぜ

ひ、この３年間で仲間とともに学んだことを生かし、新しい世界へ、胸を張って堂々と進んでほしいと

思います。

皆さんの輝かしい門出にあたり、令和元年、日本列島を席巻した日本ラグビーチームの話をします。

過去８回のラグビー・ワールドカップでは全て予選敗退した日本代表が今回の大会で見事にベスト８に

なり決勝トーナメントに進出しました。チームのスローガンである「ONE TEAM」は流行語大賞にも

選ばれ様々なところで使われるようになっていますが、ある代表選手は「言葉を使えばワンチームにな

れるというわけではない。どういうふうにワンチームにするかが大事で、中身をしっかり考えて使って

ほしい」と言っています。確かに、日本代表チームは、年間２４０日に及ぶ合宿を行い、常人では考え

られないようなハードな練習を積み重ねてきたわけで、試合後のインタビューの中で代表選手たちは

「全てを犠牲にしてきた」と発言しています。家族との時間もなく、自分の時間もない、日本のラグビ

ーのためにすべてを犠牲にして体を張り続けてこられたわけです。

まさに、“One for all , all for one” 『一人はみんなのために、みんなは勝利のために』という日

本ラグビーの精神が実を結びました。ラグビーでは、体格もスキルもパワーも違う１５人が、どんなに

辛くともチームのために自分の役割を果たすことで１つのトライが生まれます。ミスはいつでも起こる

という想定の中、一つのミスを仲間が全力でフォローする、お互いを信頼し合わないと勝てない、まさ

に、”all for one”の極みのようなスポーツだと言えます。もちろん、信頼といってもすぐに得られる

ものではなく、同じ目標をもった仲間が時間をかけて少しずつ築いていき、深めていくものです。４月、

皆さんは、それぞれの進路先において、新しい仲間と出会います。様々な活動を通して、時間をかけて

仲間との「信頼」を育み、試行錯誤しながら、互いに支え合い、一つの目標に向かって進んで欲しいと

思います。そして、将来、責任ある社会の一員として、この２１世紀の日本をたくましく生き抜くこと

を願っています。皆さんの３年後、５年後、７年後の成長した姿を思い描きながら、日本ラグビーチー

ムの話を贈ります。（以下、省略）

新型コロナウィルス感染症対策のために、参列者は、卒業生及び保護者、教職員のみとし、ご来

賓の皆様のご臨席も在校生の参加も叶いませんでした。満足な練習も出来ずに臨んだ卒業式ではあ

りましたが、１３２名の卒業生たちはとても晴れやかで、新たなる世界に向かう、やる気と希望に

満ちた表情で本校を飛び立っていきました。今後の卒業生たちの活躍を心から祈っています。


